
日本では集約的土地利用が行をわれてvlるが,本地城でもますせす土地利用は集約的になD,河

川は河巾女できるだけ狭くし,遊水地をつぶして,利用できる土地面積を広げる傾向があるO河川

沿岸低地の土地利用が集約化され人口密度が高せるほど.水等の危険度は高くを9,-万水害に対

する安全度は要求されるとV,う問題にぶつかるのである｡

｣ 伊勢崎地区の農業地理的研究 ｣

大 沢 輝 子

調査地城は関東平野の北西端VC位 し,東京から80数Kmの距離qCある地域である｡

かかる地域を対象に次の2点忽主な研究課題として調査研究な行怒った｡

①当地城が地方工業都市として近年活発に発展するgCつれ,農村地帯の虚業に著 しV,変化が生 じ

てきてvlるo そこで最近Ucおける農業上の様々の変化女工菜化と農業との競合という観点でとらえ,

考察する｡

㊥明治以後急速を勢vlで全国各地に広ま った奉養業は,戦後は全くの専退状況にあるが.群馬県

(当地域 )では戦前の最盛期ほどではないにしても依然として盛んUC行なわれてvlる.そこで当地

域vcかvlて重義業が米麦と並ぶ基幹的経営部門として残存するのはいか在る条件によるのであるか｡

論文の構成は次の如くである｡

5.TS一章 地域概況 (1)調査地域の位置 (2泊 然概説 ①地形㊥気候 (3)人文概説

弟二牽 工蕪化 ｡都市化の進展と盛菜 (i)盛家構成の変化 ①農家数の動き③経営耕地規模

別農家の効き③専兼業農家の動き (2)廃業労働力の動き (3)農業生産の幼さ①耕地面積の現況と勧

き③作物別土地利用の変化③土地利用輩の低下

鍔三牽 蛮重美 (1懐蚕業の歴史的考察 (2)生糸需要の異変 (3)桑園面鏡の動き (4億責業卓

越の条件 (5)労働力減少に対する蕃蚕経営の対応 (6)繭の流通

辞四季 要 的

前述の①,㊥VCつvlて要約すると,昭和 55年以降工場の地方進出によって=業化 ･都市化が進

展しつつある当地城では:,農業は工業化 ･都市化qc押され,次のようを変化缶みせた｡㊥盛家数の

滅/A .㊥兼業鹿家 の増大,⑩虚業労働力の減少,⑲甘地 面積の減少,⑲農作物の選択的拡大.㊤土

地利用率の低下など｡養褒美が依然として盛んである条件としては,第-QC当地域の自然条件が他

の作物vc比べて桑qcよ9有利であるとvlうことである｡地域-帯の土壌は,火山灰堆硬物,あるい

は河川堆積物を母材とするため非常に劣意であ9,加えて気候上は夏の早ばつと冬の風蝕害がある｡

-25-



こうい ったことから当地域の畑作物としては,桑が最も適 してvlるのである｡ 第二に以上のようa,.

事情のもとでは盛業経営として尊重が最 も有利であ9,従 って蕃奉収入が鹿家経済上確固たる地位

を占有していることである0第三に尊重が水稲作との複合経営や中小家畜あるV'は冬作野菜をどと

の複合経営で,年間の労働配分上,さらに土地 ･施設 ･肥料 などの面で掛 vc補充的作用を現勢で

兼していることである｡

当地域の経営形態は大別して①米麦 ･牽義 .㊥米麦 ･奉蚕 ･野菜 .⑨米麦 ･孝義 ･家畜の5種類

であるが .それぞれ労働配分はうまく行 ってい る｡特に⑧でニラ等の野菜 を取 9入れている農家

では,冬の農閑期が全くをく夜9,年間の労働の均等配分がをされている｡ 第四qcは聾責が技術的

vcも経営的にも農家自身の経営と知恵との上に,成 9立 ってお9,いわゆる付け焼き刃でモVl底力

をもって発展してきたということであるO

伊豆半島西海岸

久 保 田 雅 子 -

本論文は:,調査地域 (伊豆半島西海岸北部臨海村 )qcおける産業の明確な地域差に留意し,地域

を地形 との関連において分類,比戟 し,更E･{この地域差の生 じた要因vcつvlて漁業発達史缶通 じて

考察したものであるO 以下論文の順序に従V'これを--#約する｡

調査地域の地ブ柳ま,地質･傾斜 ･海産線の状態等vcよ9大まかVC次の5地域QC区分できる｡

A地区 第三紀火山岩vCかかわれる山地.

B地区 第四紀火山の北側斜面

C地区 第四紀火山 の西側斜面

この,A.B.C地区はそれぞれ行政区画の内浦 ･西浦 ･戸田の三地域vcほほ-致するo従って

地形との関連の下に,この5地域の主産業である漁業とみかん業vcつVlて比戟した結果,次のよう

に著 しく性格の異をることがわかった｡

内浦地区 :急斜面が多V'ためみかん園の分布が比軟的少 なVlo従って兼業飽家が多いが'その多く

が養殖業を主とする沿岸漁業との兼業であD,半農半漁村的性格が強vl｡

西浦地区 .･広大を緩斜地を有するためみかん園が広く分布 してか9,みかん栽培業が専業的VCおこ

なわれてvlる｡ 現在.村民のほとんどが漁協組合員であるが,漁業を営まない｡細胞村的性格缶

もつ0
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